
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

 

 

 

 

活動報告レポート 

特別号  

（議会報告通号 vol.84） 

 

４月２6 日(日)、練馬区議会議員選挙の投票が行われ、私、かとうぎ桜子は練馬区民のみなさ

ま「7065 票」の想いをいただき、みたび区議会へ送り出していただくことができました。 

選挙の際にポスターが掲示される「公設掲示板」は区内に 577 か所あるのですが、その 1

枚 1 枚を候補者の陣営がそれぞれ貼らなければなりません。そうした地道なご協力や、お友だ

ちへの応援のお声かけなど、お申し出いただいた皆さんがいて、今回の選挙も乗り越えること

ができました。 

今までの経験も踏まえ、これからもさらに頑張ってまいりますので、区政をより良く変えて

いくため、どうぞ皆様のご意見をお寄せいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

みなさまからのご支援で 

当選することができました 

 

練馬区議会議員（無所属） 

かとうぎ桜子 
〒178-0063練馬区東大泉 3-1-18-102 

電話 03-3978-4154  FAX03-3978-4158 

ＨＰ http://www.sakurako-nerima.com/ 

メール sakurako_happy_society@yahoo.co.jp 

 

 

かとうぎ桜子プロフィール 

●1980年 4月 10日生まれ 

●慶応義塾大学文学部に在学中、ホームヘルパー2級の資格を取得 

●大学卒業後、夜間の上智社会福祉専門学校に入学、社会福祉士取得 

●ＮＰＯで介護の仕事をする中で、地域福祉・地域社会にさらに深く幅広くかかわる必要性を感じ、2007年区

議会議員選挙に初挑戦、当選 

●公立保育園の民営化問題に疑問を感じ、区議の活動のかたわら立教大学大学院・21世紀社会デザイン研究科

にて研究。2010年修了 

●2012年、検診で子宮頸がんが見つかり治療。女性の健康へのとりくみの必要性についても政策提言している 

●大泉学園町４丁目に猫 2匹と夫と住んでいる 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★高齢者が安心して暮らせる地域へ 
介護保険制度は削られる一方で非常に使いづらくなっています。介護従事者の労働環境もまだまだ十分ではあり
ません。介護が必要になった当初から高齢者が安心して暮らせる地域をつくるためには、自治体として区民の声、
現場の声に耳を傾け、自主的・先駆的なとりくみを進めなければなりません。今後も区に介護制度の改善を求め
ていきます。 
 

 

★ストップ！貧困 

戸籍に書かれた個人情報を入手するために有資格者の肩書を悪用して役所の窓口で不正に証明書を取得するという
事件が起こりました。2012年、再発防止のためのしくみづくりを提案して実現しました。また、市区町村における
犯罪被害者支援の体制が不十分である点を指摘し、練馬区の犯罪被害者支援の担当窓口の明確化を図るなども行い
ました。しかし、まだまだ改善させるべき点が残っています。区民の皆さんの人権を守る観点から、今後もさらに
活動していきたいと考えています。 
 

 

★こどもの命を地域で守る 
練馬区は 2012年からこどもに関する施策を教育委員会のもとに一元化しています。しかし、ひとり親家庭や障害
のある子への対応、「こどもの貧困」の問題への対応などは従来通り福祉の部署で取り扱っており、多様な課題を
抱えたこどもへの対応にばらつきがあると言わざるを得ません。すべてのこどもが安心して地域で育つことので
きる環境整備を進めます。 
 

 ★障害がある人が生活しやすい地域へ 
かとうぎ桜子は 2期目の活動の中で、精神障害のある人を医師・保健師などの専門家が積極的に訪ねて支援する
体制の充実を求め、わずかながらも状況が改善しました。また、災害時、一般の避難所での生活が難しい人のた
めの福祉避難所の整備を求めてきました。福祉と防災と分野がまたがる中で遅れていたとりくみが、ガイドライ
ンの整備や備蓄の配備などの形で進みつつあります。障害はその人により多様な課題がありますが、障害のある
人がどんなときにも安心して暮らせる体制の実現をめざします。 
 

 ★女性の健康・福祉の充実／セクシュアルマイノリティの人が 
暮らしやすい地域 

若い女性の婦人科系の病気の増加、低所得や就労の問題、女性に対する暴力の問題など、まだま
だ日本の社会における女性の置かれる立場は安心できるものではありません。女性の健康に関す
る啓発や利用できる福祉・労働政策の充実に取り組んでいきます。また、セクシュアルマイノリ
ティへの理解を広げ、誰もが生活しやすい地域づくりも進めます。 

 

 

講演会のご案内 
 【日時】５月１５日（金）午後７時～ 

【場所】大泉学園ゆめりあホール 

【講演者】川田虎男さん（聖学院大学ボランティア論講師・社会福祉士） 

 

かとうぎ桜子の今回の選挙に関するご報告と、川田虎男さんの講演を行い

ます。川田さんはかとうぎ桜子と同い年で、福祉の仕事をしていた頃から

の友人です。2011年から 4年間、埼玉県日高市で市議会議員をした後、

今は福祉の仕事に戻られています。議員の立場、市民の立場、それぞれで

地域を良くするために何ができるのか、意見交換していきたいと考えてい

ます。 

★誰もが安心できる地域をめざして 

近年、生活保護へのバッシングが続く中で、貧困状態にある方を取り巻く環境がさらに悪化して
います。生活保護に対する正しい知識の啓発とともに、様々な生活の困りごとを抱えた方の課題
解決のために、適正な対応をするための体制の充実を進めます。 
 

 


